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結 核 性 肺 空 洞 のX線 診 断 の 限 界

第1編 病理解剖学的空洞 とX線 写真上の透亮所見 その1

本 田 穣

結核予防会保生園(園 長 御園生圭輔)

受 付 昭 和33年10月11日

緒 言

肺結核症 の進展 および経過 において,空 洞が主役 をし

めるて とはい うまで もない。したが つて,肺 結核症 に対

す る治療な らびに管理の方針 を決定す るにあたつては,

空 洞の有無 を確 かめ るてとが第1の 目標 とな る。 そし

て肺結核症 の診断がX線 写真 によつて行 われ るてとは

周知の てとで ある。

しか し,病 理解剖学的 に結核性肺空洞 とは,肺 の組織

欠損で あつ て,て れが気管支 に開通 し,内 面 は結核性潰

瘍 の特 徴 を有す る もの と規定 され てい る。そして組織 欠

損 の大 きさは肉眼的に認 めが たい ほ ど小 な るものか ら一

肺葉 全体にお よぶ巨大な もの まで ある。さ らにまた,空

洞 が生 じた場合に は,そ の属性 として特異 な解剖学 的な

変化 が起 るてとが ある。 したがつ て空洞のX線 学 的診

断においては,そ れ ら解剖学的変化の あ らわすすべ ての

異常所見 を根拠 として行われ るて とに な る。

ての うち組織欠損が与 えるX線 像 は透亮 であ るが,

空洞 の病理解剖学的定義か ら判断 して,組 織欠損 のすべ

てが透亮 としてX線 像 にあ らわれ ない て とは明 らかで

あ る。 しか し,X線 所見上 におい ては,透 亮 を識別す

るてとが もつ とも確実 な空洞の診断に なるてとは論 をま

たない とてろであ る。

そ てで実際に結 核性肺空洞のX線 診断 の限界 を検討

す るに あたつて は,(1)空 洞 とい うものはどの程度X線

写真上に透亮 をあ らわして くる もので あ るか,(2)X線

写真上に透亮 を認 め,空 洞 と診断 した場合,そ の診断率

は どうであ るか,(3)X線 写真上に透亮 をあ らわ して て

ない よ うな空洞の場合,透 亮以外の因子で空洞診断 の有

力 な所見 とな りうる ものはないか,と い うてとが問題 と

なつて くる。

著者 は以上の3項 目について,切 除肺 を対象 として検

討 を行 つたが(以 上の3項 目の検討 に使 用 した材料に関

しては,3項 目にそれぞれ対象 を異にす る。),本 編にお

いては,(1)空 洞 とい うものは どの程 度X線 写真上に

透亮 をあ らわすか とい う点につ き,つ ぎの検討 を行つた 。

(1)病理解剖 学的空洞 とい う ものは,ど の程度X線

写真 上に透亮 をあ らわす もので あるか,

(2)透 亮形成に関与す る因子には どうい うものがあ る

か,そ して とくに関係が深 い因子は何であ るか,の2項

目であ る。ただ し,(2)の 場 合,透 亮形 成に関与す る因子

の1つ として,X線 写真 の撮影条 件があげ られ るので

あ るが,本 研究 においては てれについての検討 は除外 し

た。X線 写真 自身 の透亮 をあ らわす限界 については,平

面写真で は,藤 野1),御 園生2),田 坂3),断 層では,田

坂4),門 田5)ら の報告 があ る。また 病理解 剖所見 と 対

照 した詳細 な検討 には,化 学療 法前,剖 検 肺を対 象 とし

た小林6)の 報告が あ るが,化 学療 法が一般化 した今 日,

切 除肺 を対象 とした検 討はまだ行われていない。

研究材料および方法

対象 とした材料 は,1956年4月 ～1957年7月 に

結核予防会保生 園において行 つた切 除例か ら,無 作為的

に有空洞75例 をえ らび,そ の中か ら得た 肉眼的空洞

100コ で あ る。いず れ も明 らかに組織欠損 を認 める もの

をえ らんだ 。切 除の種類 を表1,空 洞 の区域別存在部位

を表2,切 除前化学療 法の施行期間 を表3に しめした。

表1切 除 の 種 類
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表2空 洞の存在部位(区 域別)

表3切 除前化学療法施行期間

対比 したX線 写真は術直前に撮影 され た平面写真 お

よび断層写真 を用いた。撮影 よ り切除 まで の期 間は表4

の通 りであ る。断層の うち3～5ヵ 月にわ たる ものが あ

るが,て れは術直 前の平面写真におい てと くに変化 を認

めないために撮影 が省 略 された もので ある。対比 におい

表4X線 写真撮影より手術までの期間

て とくに支障 を きた した ものはなか つた。しか し,撮 影

よ り切除 までの間に おける化学療法 の影響7),切 除材 料

保 存に よつ ておこる 空洞 の変化8)は 否定 で きない もの

と思われ る。

X線 写真の撮影条件:平 面写真 の場 含;増 感紙,極

光FS,フ イル ム,富 士X-レ イフイル ム,管 電圧

130kVp,管 電流40mA,時 聞0.1秒,焦 点 フィル ム

問距離 一胸厚20mで200m,リ スホノレムブ レンデ,

8:1ク ロス。断層写真 の場合;増 感紙,極 光FS,フ

イル ム,冨 士X-レ イ フイル ム,焦 点 フイル ム 間距離

145m,焦 点4×4mm,管 電圧60～75kVp,管 電流

50mA,時 間1.0秒,振 動角50°,断 層間隔1cm。

まず 切除肺 を10%フ ォルマ リン液 に固定後,3～

5mmの 厚 さに切 り,岡 ・隈部氏 法 によ る 肉眼 的 立体

再構成 を行い,空 洞 の 存在部位,大 きさ,空 洞 壁の厚

さ,周 辺病変 の有無,空 洞壁 の硬化,非 硬化別 を決 定 し

た 。つ いで てれ とX線 写真 との対比 を行 った。対比 は

は じめに平面写真 のみ につい て行 い,つ いで てれ に断層

を加えて行つた。(対 比 は著者1人 で行 つた。)

判定は,透 亮 を明 らか に認 め る もの,透 亮 が疑 わ しい

もの,透 亮 を全 く認 めない ものの3つ に分 ち,そ れぞれ

を,(+),(±),(-)で あ らわした。 なお,決 定 した

諸属性 につい て述べ ると,

(1)空洞 の大 きさは,実 際 には組織 欠損 の大 きさすな

わ ち空洞 の大 きさで あ るが,材 料 の固定に伴 う空洞 の変

形収縮 のため,欠 損 の大 きさすなわ ち空洞 の大 きさとい

う決 め方 には無理が ある。そてで著者 は空洞 を有 す る病

巣 の外径 の長径,短 径 の平均値 を とつて,て れを空洞 の大

きさ と規定 した。 てれ によ ると表5の ごと く,X線 写

真上の空洞像 の外径 よ り小 さ く,内 径(透 亮 の大 きさ)

よ り大 きい とい う成績が得ち れ,空 洞 壁の厚 さ(つ ぎに

述べ る)別 の変化 の度合 を も含 めて,病 巣 収縮 の状態 が

うかがわれ る。す なわち,空 洞壁が薄 くな るにつれ,収

縮 の程度 も大 きくな る傾 向が 認め られ る。空洞 の大 きさ

の 区分 はつ ぎの通 りであ る。7～9mm,10～14mm,

表5病 理解剖学的空洞の大きさ(病 巣の外径)とX線 写真上空洞影の大きさとの関係

A)X線 写真上透亮内径との関係

注:+… …病理解剖学的空洞の大 きさが透亮内径より大きいもの

－……病理解剖学的空洞の大きさが透亮内径より小さいもの
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B)X線 写真上空洞外径との関係

注:+… …病理解剖学的空洞の大 ききがX線 写真上の空洞外径 より大 きい もの

-……病理解剖学的空洞の大 ききがX線 写真上の空洞外径より小さい もの

15～19mm,20～29mm,30～39mm,と くに10～

14mm,15～19mmと 分 けたのは,病 巣数 が 多いの

と,実 際 の治療 で も,切 除か化学療法かが問題 とな る大

きさで もあ るか らであ る。

(2)空洞 壁の厚 さは,壁 を形成す る乾酪層 の厚 さによ

つ て3型 に分 けた。1型:壁 が非常 に厚 い もの,組 織欠

損 の大 きさが乾酪層全体 のI/2以下 の もの,II型:比 較 的

厚い もの,組 織欠損 の大 きさはI型 よ り大 きく,つ ぎの

皿型 との中間型で あ る。皿型:壁 が薄 い もの,乾 酪層が

かな り清浄化 され てい るもの,一 部 肉芽 の露 出が認 め ら

れ る。す なわち,以 上の空洞壁 の厚 さは,空 洞 の大 きさ

と病巣の大 きさ との 相対的 な 関係 を 規定 した ものであ

る。なお,空 洞の変態せ るもの(濃 縮空洞,瘢 痕 前期空

洞,お よび浄化空洞)は 検討 よ り除外 した。

(3)周辺病変の有無 は,空 洞 の周辺 に明 らか に透亮形

成に影響 を与 える と思 われ る病巣が存在 した場合,有 群

とし,そ れ以外 を無群 とした。

(4)空洞壁 の非硬化,硬 化別 は,原 則 として肉眼 的に

決定 したが,そ の指標 は洞壁 の硬化収縮所 見の有無 によ

つた。肉眼的 に判定困難 な場合 も少数認 め られ たがかか

る場合 は組織学的所見 によつた。

(5)部位別 に つい ては,X線 写真上 に 投影 され た空

洞 の存在部位 を4肺 野 に分 けた。a)肺 尖 野:鎖 骨,第1

肋骨に重 なる部分 よ り上 の肺野｡b)縦 隔部肺野:肺 門

部,縦 隔お よび心陰影 に接す る肺野 。c)上 肺野:a)

b)以 外の肺野 を肺門の高 さで上下2つ に分 け,上 の部

分 を上肺野,d)下 の部分 を下肺野 とした。

空洞 のX線 診 断には,平 面 よ り断層の方がす ぐれ て

い るてとは,多 くの人9)～11)に よ り報告 され,認 め られ

てい るとてろであ る。著者 も両者の比較 を行つた。

成 績

I。 病理解剖学 的空洞(空 洞 と略)の 透 亮発見率

総 括的に空洞 とい らものは,ど の程度に透亮 をあ らわ

す もので あ るか を検討 した(表6)。 透亮(+)は 平面32

%,平 面+断 層58%で あつた。透亮(-)は 平面56%

平面+断 層31%,透 亮(士)が それぞれ12%,11%

であつた。平面で は空洞全体 の約I/3が,平面 十断層では3/5

が透亮 をあ らわ して くるてとにな る。平面 と平面+断 層

との間の透亮発 見率 を比較す ると,後 者 の方 に明 らか に

高 い成績 で あつた。(1%の 危険率で 有意差が 認 め ら

れ る。)

表6病 理解剖学的空洞の透亮発見率

注:()内 は百分率
+… …透亮 が明 らかな もの

±……透亮の疑いが ある もの

-… 透亮 を認 めない もの

II.空 洞 の大 きさ と透亮発見率

表7に みるご とく,空 洞 の大 きさを 増 すご とに発見

率が高 まつて くる。 さ らに,平 面 よ りも平面+断 層 の方

に発見率が高 く,と くに30mm以 上 はすべ て透亮が発

見 され,7～9mmで も13%に 透亮(+)が 認め られ

てい る。

つ ぎに空洞 の大 きさを15mm以 下 と15mm以 上 と

に分 けてみ ると,平 面,平 面+断 層 のいずれに おいて

も,15mm以 上の方 に明 らか に高い発見率を しめ した 。

しか も15mm以 上の空洞 は,す で に平面 のみによつて

15mm以 下 の空洞 の,平 面+断 層 によ る発見率 とほぼ等

しい成績で あっ た。

III.空 洞壁の厚 さ と透亮発見率

表8に しめしたご とく,平 面 および平面+断 層 のい

ずれにおい て も,I型 は発見率が低 く,II型,孤 型 は高

い発見率 をしめ した。II型 と皿型 との間 にはほ とん ど差

を認 めないが,I型 とII型 との間に は明 らかに差が認め

られ,I型 とIII型との問には,発 見率では明 らか に差が

認 め られ るが,III型 の空洞数が少な く検討が十分で はな

い。 さ らに,II型,III型 は平面の みに よつ て,I型 の平

面+断 層の場合 よ りも幾分高い発見率 をしめ した。すな

わ ち,以 上の成績 か ら,空 洞壁が薄 くな るにつれ て透亮

の発見率 も高ま つて くるとい う結 果 を得たので ある。

一方,た とえば空 洞壁が厚いために発見率が低い とい
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表7空 洞 の 大 き さ と 透 亮 発 見 率

注:()内 は百分率

表8空 洞 壁 の 厚 さ と 透 亮 発 見 率

注:()内 は百分率

表9空 洞壁 の厚 さと透 亮発見率(大 きさ別 にみた場合)

注:()内 は百分率

つ て も,空 洞が大 きい場合 には,発 見率 も高いであ ろう

てとは,空 洞 の大 きさと透亮 発見 率におけ る成績か ら,

当然考 え られ る。したが つて空洞 の大 きさを組合 わせて

比較 した(表9)。I,II,III型 のいずれ におい て も15

mm以 上に発見率が高 く,か つ,II型,II型 は15mm

以下,以 上 のいずれ において も,平 面 のみによ る発見率

が,I型 の平面+断 層 における15mm以 下,以 上それ

ぞれの発見率 とほ ぼ等 しい成績 を得 た。平面 と平面+断

層 とを比較 す ると,各 型 と も後者の 方 に 発見率が高い

が,と くに15mm以 上では有意差が認め られた。(以

下 の成績 その他は本編 その2に おいて記述 す る｡)


